補助金交付申請に必要な書類

　補助金申請は、次の書類を添付して提出して下さい。なお、工事の着手は、補助金交付決定日の後としてください。
１　審査期間を経過した浄化槽設置届出書の写し又は建築確認通知書の写し

２　設置場所の案内図（放流経路記載）
３　浄化槽の設置に要する工事費の見積書の写し

４　転換で撤去の場合は、見積書の写し（前項３の見積書に当該内容が明示されている場合は省略できる）
５　宅内配管工事費の上乗せを申請する場合は、宅内配管工事費の見積書の写し
６　設置浄化槽の登録証の写し及び登録浄化槽管理票（C票）

７　納税証明書
・浄化槽補助申請の指定様式とする

・市税とは、市県民税、国民健康保険税、軽自動車税、固定資産税

・申請者本人分のみの納税証明書とする

・当該年に関わらず過去のものも含める。なお、転入予定者は、転出元での前年度納税分の証明（証明できる最新の年度のものとする。）とする
・課税がない者は、課税証明書又は滞納がない旨を説明した理由書等を添付する

８　住宅を借りている者は貸人の承諾書

９　その他市長が必要と認める書類

・浄化槽を設置する建築物の平面図及び配置配管図（転換（転換で撤去を含む）に該当する場合、撤去する単独処理浄化槽又は汲み取り便槽の位置を明示のこと）
・浄化槽の構造図（日本建築センター発行の型式適合認定書、型式適合認定書別添仕様書及び図面、国土交通大臣発行の認定書（コンパクト型のみ））

・保証登録証（市町村用）
・住宅新築等により住所地以外に設置する者は、住所変更誓約書

・公共下水道又は流域下水道計画区域に設置する者は、下水道接続確約書

・浄化槽設備士免許状の写し
・転換の場合は、現在使用している単独浄化槽又は汲み取り便槽の現況写真

　　・転換の場合で全撤去できない場合は、その理由書、平面図、立面図、現況写真等
　　・転換の場合で撤去費用の加算を申請しない場合の理由書
補助金の額

	人槽区分
	新設の場合の補助金額
	転換の場合の補助金額
	付　記

	５人槽
	166,000円
	332,000円
	130㎡以下

	７人槽
	207,000円
	414,000円
	130㎡を超えるもの

	10人槽
	274,000円
	548,000円
	二世帯・大家族住宅


撤去費補助の額

	単独処理浄化槽を撤去する場合の補助金額
	汲み取り便槽を撤去する場合の補助金額

	60,000円
	45,000円


宅内配管工事費補助の額（限度額）
	単独処理浄化槽又は汲み取り便槽からの転換（家屋の構造を変える増改築の場合を除く。）に係る宅内配管工事費の補助金額
	300,000円


実績報告書に必要な書類

　実績報告は、工事完了後30日以内、又は当該年度3月20日のいずれか早い日までに、次の書類を添付して提出して下さい。

　なお、住宅新築等の場合は、申請者が当該住宅に住所を変更してから提出してください。

　また、完了年月日は添付書類等（工事費領収書、業務委託契約書、施工チェックリスト、住所変更）の日付の中で一番遅い日付となります。

１　浄化槽の設置に要した工事費の領収書の写し
２　転換で撤去の場合は、撤去費の領収書の写し（前項１の領収書の写しに、当該内容が明示されている場合は省略できる）、単独処理浄化槽又は汲み取り便槽の廃棄証明書
３　宅内配管工事費の上乗せがある場合は、宅内配管工事費の領収書の写し
４　浄化槽法定検査依頼書の写し

５　浄化槽保守点検業及び浄化槽清掃業者との業務委託契約書の写し（浄化槽法第11条で規定する検査を含む）
６　浄化槽設置工事の写真（宅内配管工事費加算がある場合は、宅内配管工事の写真を含む。）
７　転換の場合は、撤去工事写真（撤去前、撤去中、埋戻し状況及び撤去後の写真）

８　竣工図（転換の場合は、撤去した単独処理浄化槽又は汲み取り便槽の位置を明示すること）
９　その他市長が必要と認める書類

・使用開始報告書の写し

・施工チェックリスト

・基礎底板コンクリートに二次製品を使用した場合は、寸法・配筋図面

・補助金等交付請求書（請求日は記入しない）

・口座振込依頼書（申請時に提出している場合は不要）
【工事写真】　※
	写真の種類
	写真のポイント

	共通注意事項
	寸法等を黒板に記入し撮影すること。

黒板の文字を写真で読み取れないものは、写真の説明書きに黒板の内容を記載すること。

	①浄化槽設備士が実地に監督していることを証する写真
	浄化槽の設置場所

浄化槽設備士は正面を向く

標識看板を掲げる。

背景に工事を行う場所の周辺状況（地面、家屋等）とともに写す。

	②転換の場合は、撤去工事写真

（すべての転換の場合）
	撤去する単独処理浄化槽又は汲み取り便槽の撤去前、撤去中、埋戻し施工状況、廃棄物搬出状況、撤去後の写真

	③床付けの完了状況を示す写真
	工事場所、日時、工程、寸法等を示した標識とともにスケールなどの機材も写す。土留め工も忘れずに。

	④基礎砕石敷設転厚圧工事状況を示す写真
	栗石または砕石地業でランマ等4機材で転厚の作業を行っているところを写す。

	⑤基礎工事の栗石地業状況を示す写真
	栗石地業を行ったことの分かる写真。すなわち栗石のつき固めが終了後、深さの分かるスケールとともに写す。

	⑥基礎工事の配筋状況を示す写真
	捨てコンクリートの施工状況と厚みを写す。

型枠、スペーサー及び配筋の状態が分かるもの、ピッチが分かるスケールととともに写す。

	⑦基礎工事の底版コンクリート状況を示す写真
	コンクリート養生後、コンクリート出来高（縦横厚）の分かるスケールととともに写す。水平確認(2方向)も。

	⑧浄化槽本体及び浄化槽搬入状況を示す写真
	現場での浄化槽本体の搬入状況、及び本体に明記されているメーカー、型式、人槽が判読できる写真を写す。

	⑨据付工事の状況を示す以下の写真
・水平確認写真

・水張状況写真

・埋め戻し（浄化槽下半部）・水締め状況写真

・埋め戻し（浄化槽上部肩口）
・水締め状況写真
・埋め戻し完了写真
	水張を行い、本体の水平を確認しつつ埋め戻しの作業を行っている事が分かる写真を写す。

そのためには、以下の道具等が写っていることが必要である。

ア　本体の水平を確認するための水準器(2方向)
イ　埋め戻しの高さを示すスケール

ウ　水張り及び水じめに用いるホース

エ　つき固め用の器具（つき棒、ランマー等）及び埋め戻しに用いる土砂（本体を傷つけるおそれのある石などが入っていない土砂）

	⑩上部スラブコンクリートの配筋状況を示す写真
	型枠、スペーサー及び配筋の状態が分かるもの。ピッチが分かるスケールとともに写す。

	⑪上部スラブコンクリート状況を示す写真
	コンクリートが養生され、コンクリート厚、縦、横の出来高が分かるスケールとともに写す。

	⑫かさ上げの状況を示す写真
	マンホール蓋の高さから、バルブ等の操作が可能であるかが分かる状況を写す。そのためには、バルブの上端からマンホールの蓋までの距離が分かるように、スケールをあてた状況を写す。

	⑬浄化槽上部及び周囲の状況から浄化槽工事が竣工したことを示す写真
	浄化槽の上部及び周囲の状況から、残土の処分や工事の後片付け等、工事が終了していること。また、現場において、工事の竣工確認を行った浄化槽設備士が写っていることが望ましい。

	⑭ブロワの設置状況を示す写真
	ブロワ、屋外用コンセント、アース工事及び送気管とブロワの接続状況が分かるように写す。

	⑮放流先状況
	周囲の状況も含め、側溝等への放流の状況の写真を写す。

側溝等の管口処理状況を写す。


 ※宅内配管工事の写真については、申請の際、別途相談すること。
